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平成26年度第1回安曇野市子ども・子育て会議　会議概要
	１　審議会名　　平成26年度第1回安曇野市子ども・子育て会議
２　日　　時　　平成26年6月10日　午後1時から午後3時まで
３　会　　場　　県安曇野庁舎　３階　第4会議室
４　出席者　　　古林委員、吉田委員、長島委員、高井委員、松島委員、木下委員、望月委員、

田中委員、丸山（屹）委員、依田委員、山下委員、大浜委員
５　市側出席者　宮澤市長、飯沼福祉部長、髙橋健康推進課長補佐、小笠原社会教育担当係長、大澤学校教育課長補佐、藤澤学校教育係長、堀内子ども支援課長、竹田子ども支援課長補佐、増田保育担当係長、浅川児童係長、丸山主査、
６　公開・非公開の別　　　公開　　
７　傍聴人　　０人　　　　記者　　５人　
８　会議概要作成年月日　　平成26年７月１日　

	協　　議　　事　　項　　等

	１　会議の概要
　　(１)　開　　会
　 （２）委嘱書交付

（３）市長あいさつ

（４）委員自己紹介

（５）議事
　　　①　会長及び副会長の選任
2 子ども・子育て新制度について
3 ニーズ調査について

4 新制度に係る事業の現状について

5 今後の審議内容及びスケジュール

　 （５） 閉　　会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２　協議概要

　(１)　開　　会　　（進行：堀内子ども支援課長）

（２）委嘱書交付 （宮澤市長より）

（３）市長あいさつ 

（４）委員自己紹介（委員→市事務局・関係部署→第一企画の順に）

（５）審議事項

事務局より会議取扱について口頭連絡：（堀内子ども支援課長より）

○この会議の取扱いについて

原則公開とする。会議の全部又は一部を非公開とする必要がある場合は、会長がその旨を決定するものとする。

○議事録の確定について

事務局が作成した議事録を議事録署名人（２名）の確認及び承認するものとする。なお、議事録署名人は会長を除き、別紙委員番号順に選出するものとする。
　　　○傍聴者について
　　　　会議公開・公平性の観点から、傍聴者を入れて会議を進行する（報道機関含め）

＜以下、議事＞
会長及び副会長の選任（進行：飯沼福祉部長）
事務局の副案（会長：古林委員、副会長：清水委員）の提示→承認。

○古林会長挨拶

普段は多くの学生達と関わる仕事に携わっているが、このような大きな会議での進行等は初
めてのこと。精一杯務めさせていただきます。

以降会長の進行にて
○会長より
「議案２　子ども・子育て新制度の概要について事務局から説明をお願いします」

1 子ども・子育て新制度の概要説明（説明：事務局）別紙資料「議事２」参照
新制度の法的根拠、目的、ポイント「給付」「事業」、地域13事業、支援事業計画、子ども子育て会議

○会長より質疑応答の提案
「事務局からの制度説明について、どなたかご質問、ご意見はありますか」
　（質問等なし）
○会長より
「続いて、議案３ニーズ調査について事務局から説明をお願いします」

2 ニーズ調査について（説明：第一企画）別紙資料「議事３」参照

　　調査の主旨・概要、特徴や分析結果など

○会長より質疑応答の提案
「事務局からの制度説明について、どなたかご質問、ご意見はありますか」
○Ａ委員

国や各自治体でこういったニーズ調査を行なっているとのことだが、「安曇野市」独自としてどのような設問を設けたか。

　　→事務局

原則的には国で出された統一設問を基に調査が構成されている。ただ、回答項目について
は安曇野市独自で行なっている事業もあり、それを載せている箇所もある（Ｐ７８等）

○会長より
「続いて、議案４　新制度について、各事業の現状報告ということで、事務局から説明をお
　願いします」

3 新制度に係る事業の現状について（説明：事務局）別紙資料「議事４」参照

○会長より質疑応答の提案
「事務局からの制度説明について、どなたかご質問、ご意見はありますか」
○Ｂ委員

新制度の対象年齢について再度確認しておきたい。１３事業内にある「放課後児童クラブ」は小学校入学（就学後）のお子さんが対象である。しかし、その他事業、例えば認定こども園や保育園・幼稚園のあり方などは、０～５歳（就学前）のお子さんが対象である。今回の主旨はどちらの年齢層を検討していく会議であるか。
　　　→事務局

今回の制度の目的として「待機児童解消」という背景があるため、０～５歳のお子さんの
制度整備が中心であるが、しかし、その年齢枠だけで限定せず、それ以降の年齢（児童ク
ラブに通う）５歳以降のお子さんの居場所や制度の整備についても同様に整備していく必
要はある。大枠は次世代育成行動計画時の対象年齢「０～１８歳までの児童」と変わらな
いが、今回は特に０～５歳の枠を重点的に整備する、という制度である。

○Ｃ委員

現在安曇野市では「待機児童ゼロ」ということであるが、今後の人口動向も同じく待機児
童はゼロであるのか、また、国全体としても減少していく傾向にあるのか

→事務局

保育園入所の条件として「保育に欠けること」となっているが、家庭の諸事情等により
「保育に欠けていない３歳以上の児童」の入園については、現在「私的契約」という方法
を使い、保育園でお預かりしている。しかし、今回の新制度「１～３号認定」という形式
に照らし合わせると、この「私的契約児」は１号認定（幼稚園）扱いとなる。安曇野市の
私的契約児の数はおおよそ全保育園児の約１割（２６０名程度）を占めており、この数が
すべて幼稚園認定、となれば全園児の受入までは出来ない市の現状がある。（幼稚園数や保
護者の希望時間に沿えない等）したがって新制度に「完全に沿う」と、保育園も幼稚園も
通えず、新たに「待機児童」のような形で生まれてしまう。今後国全体の人口減少によ
り、ある程度その児童数は減少していくと思われるが、新制度のはざまとなってしまう児
童ができてしまうのは現状。そこでこの会議を通して、そういった子ども達の受け皿も市
として施設的・制度的にどう整備し、受入れていくか、委員の皆様に審議していただきた
い。

○Ｄ委員

Ｐ２～にある、１３事業についての市の現状の表のうち「前年実績」とは何を基準とした数
値か
→事務局

市が現在行なっている「次世代育成支援対策推進計画（後期計画Ｈ22～26）」の目標数値に
対しての実績数値。（冊子Ｐ２６，２７参照）この目標数値はＨ20年度、後期計画作成時に
立てた数値であり、この計画の進捗状況などを毎年「次世代育成支援対策推進協議会」に
実績報告している。今回新制度では、新たに「給付」「認定」というものもあるが、子ど
も・子育て１３事業については、「次世代・・・」で既に行なっている事業を移行し、必要
に応じ見直し・拡大するという目的がある。そこで、今回の現状把握という形でここに載
せている。
○Ｅ委員

「つどいの広場」などの項目において、施設数による記載（目標達成）はあるが、利用率等
の分析等は何かあるか

→事務局

その項目については、施設数の整備を目標数値としていたため、利用率という観点ではこ
こに掲載していない。

○会長より

「では、本日最後の議案５、今後この会議で審議していく内容とスケジュールについて事
務局から説明をお願いします」

4 今後の審議内容及びスケジュール（説明：事務局）別紙資料「議事５」参照
○審議方針の確認

事務局によるたたき台を提示し、委員から意見をいただき、その内容を反映させる

○今後の審議内容

まず最初に、安曇野市どういう形で幼児教育・保育していくか、という方向性を審議い
ただく（私的契約児の受入れ先として、認定こどもを市として設けるか、または違う方
法で受入れるかどうか等）方向性が決まったところで、次は各事業の「区域設定」「量の
見込み（ニーズ調査の結果をもとに算出したものを諮る）」「確保内容」「実施時期」を審
議する。地域１３事業については、既に市の「次世代計画」として進めている実績があ
るので、それを基に必要に応じ見直し等を行なう。
　　　○新制度スタートに向けて

今年度この会議内でさまざまな審議を行なうが、審議以外、具体的な行政上の手続

（パブリックコメントや条例改正等）の日程を加味すると、実質９～１２月までにこの会
議で審議・決定しなくてはならない厳しい状況である。何とかご理解ご協力を賜りたい。
また、年４回のこの審議では間に合わないと予想された場合、会長と相談の上、その分野
について部会等を設置し専門的に議論し、その結果をこの会議で報告するという形式も必
要であると考えている。
○会長より質疑応答の提案

「今後のスケジュール等について事務局から説明がありましたが、会議全体を通し、どなた
かご質問、ご意見はありますか」
○Ｆ委員

基本的な質問ではあるが改めて確認したい。この会議では「０～５歳の就学前の子ども」
の事について決めていく、という事か。就学後の諸問題（例えば小中学校のいじめや不登
校問題など）について、この会議で触れていくことはできるのか

→事務局

その点についても、今後この会議で提案し、審議していってもらいたい。

ただ、国の施策上、どうしても今年度中に審議し、方向性を決めていかなくてはならない
点（保育や幼児教育の在り方、認定基準）があるため、その部分については「優先的に」
審議していただきたい。

方針決定の期限が必ず決められている項目以外の課題については、安曇野市独自の会議の
あり方や審議方針として定めて計画に反映していくことも、非常に大切な事であると考え
る。
○Ｇ委員

では、事務局から今回提示された以外のテーマについても、「安曇野市の子育てには必要
だ」という事であれば、委員としてこの会議で提案し、審議できる、ということか。
→事務局
具体的にどんな課題が含まれる可能性があるかどうか、現在はわからない部分があるが、
今後の会議の中で、そういった課題等が出てきた場合は、必要に応じこの会議で審議し、
市の事業計画として盛り込んでいく事も可能である。
議事終了（進行:議長から事務局へ交代）
○会議の記録（議事録）について再度確認

今回の会議内容について議事録を事務局にて作成する。
議事録については会長を除き、別紙委員番号順に選出した議事録署名人（２名）に確認及び承認いただく。

（６）福祉部長挨拶
閉　　　会


様式２








